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はじめにはじめに

• 1994年の開港から13年経過し、舗装の劣化が進行。
• 滑走路1本では週3日、２.５時間では抜本改修は不可能。

2007年第2滑走路がオープンし、十分なメンテ時間が確
保可能。第1滑走路の全面改修を実施。
（特徴）

• 平均厚さ25cmの嵩上げを実施。
• 嵩上げ材料として「大粒径アスコン」を仕様。
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滑走路改修の対象範囲

第2滑走路 4,000m

第１滑走路 3,500m

滑走路のアスファルト舗装部分3,300mの改修と誘導路のすり付け
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説明内容説明内容

9 舗装の状態

9 滑走路の改修方法

9 工事の概要

9 大粒径アスコンの骨材剥離抵抗性の検証

9 大粒径アスコンの交通開放温度の検証
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舗装の状態舗装の状態

滑走路表面の状況



KANSAI  INTERNATIONAL AIRPORT Co.,Ltd.

第１滑走路の舗装構造
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ひび割れの状況
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滑走路の採取コアの状況

表層
基層①

基層②

アスファルト
安定処理
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空隙率の状況
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針入度試験結果
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水分量の状況
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表 層

基 層

基 層

上層路盤（As安）

路盤

表 層

基 層

基 層

上層路盤（As安）

路盤

表 層

基 層

基 層

上層路盤（As安）

路盤

舗装の状態 まとめ

アスファルトの
硬化が著しい。

含水量は基層
部分が高い。

層間剥離も見
られる

ひび割れの大
半が舗装構造
を貫通



KANSAI  INTERNATIONAL AIRPORT Co.,Ltd.

滑走路の改修方法滑走路の改修方法
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滑走路改修の課題

（断面設計の課題）（断面設計の課題）

• 既設アスファルトの含有水分対策
• リフレクションクラック対策
• 雨水排水勾配対策 →舗装の嵩上げ

（施工上の課題）（施工上の課題）

• 効率的な嵩上げ方法
• 施工期間中の滑走路供用の確保
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滑走路の標準改修断面

CL

表層

（大粒径アスコン）

（改質アスファルトⅡ型）t=8cm

中間層 t=8～12cm

基層 （改質アスファルトⅡ型）t=8cm

30.00030.000

60.00010.000 10.000

13.051 0.
0
80

1.2%
1.2%

4.
5%

4.5%

0.
05
0

（切削工）

（ショルダー） （ショルダー）（滑走路本体）

3.003

表層 （密粒アスコン）

基層 （粗粒アスコン）

15.000

0.
1
00

表層（改質アスファルトⅡ型）　t=8cm

基層（改質アスファルトⅡ型）　t=8cm

中間層（大粒径アスファルト）最大３層施工, 一層当たりt=8～12cm



KANSAI  INTERNATIONAL AIRPORT Co.,Ltd.

滑走路の嵩上げ計画高さ
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改修構造の考え方
（表層・基層）

– リフレクションクラックを極力防止するため，最小厚15cmを確保
し，グルービング1cmを考慮して16cm．

– 表層の厚さは最近のブリスタリングに対する改良事例より8cm
とし，基層は表層厚を差し引いた8cmに設定．

– ブリスタリング対策として空隙率を高め，耐流動性と長期間，空
隙を維持するため改質Ⅱ型を使用．

（中間層）

– 施工の効率化，弱点となる舗装の施工界面の減少，滑走路の
暫定運用を考え最大粒径30mmの大粒径アスコンを使用．

（大粒径アスコンの配合設計）

– 仕様・基準値は，NAPA（全米アスファルト舗装協会）及び他空港事例。
– 動的安定度は他空港事例等を参考に1,200回/mm以上。
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工事の概要工事の概要
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施工概要

z 総アスコン量 16万トン、ピーク使用量 2千トン/日．
z １日施工数量 中間層 ５～７千m2，表・基層約１万m2

z 制限時間内に効率的に工事ができるよう機材を大量投入．
アスファルトフィニッシャー ４基を同時施工

大型切削機 ５台， ダンプトラック 40台

z 雨が少なく、気温が低い冬場を中心に舗装工事を実施．

z 大粒径アスコンを用いた嵩上げ（中間層）は３層に分けて実施，
一層当たりの厚さは8～12cmで施工．

z 日々交通開放を行うため舗装工事の末端は1%ですり付けを
実施．
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施工期間中の運用条件

（（第１滑走路のクローズ第１滑走路のクローズ））
期 間：2007年10月～2008年8月末（舗装工事は12月～）
日 ：週５日（日，火，水，金，土）
時間帯：23:10～翌日6:40（7時間30分）

仮設灯火（滑走路灯）

第1滑走路 第2滑走路 第1滑走路 第2滑走路 第1滑走路 第2滑走路 第1滑走路 第2滑走路 第1滑走路 第2滑走路 第1滑走路 第2滑走路 第1滑走路 第2滑走路
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工事の施工展開図

中間層②

中間層③

中間層①

表層・基層
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アスファルトフィニッシャー ４基稼働

ダンプトラック ４０台

改修工事の状況

転圧

既設舗装の切削
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大粒径アスコンによる交通開放大粒径アスコンによる交通開放
古い滑走路古い滑走路
表面表面
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資材の搬入
仮設プラント

資材の陸揚
げ場所

アスファルトプラント能力 360  t/h （２基×160 t/h）
ホットサイロ 720  t （６基）
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大粒径アスコンの大粒径アスコンの
骨材剥離抵抗性の検証骨材剥離抵抗性の検証
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目的・検証方法

大粒径アスコンはきめが粗いことから、滑走路の暫
定供用時の航空機の制動や高速での曲線走行時の
水平力に対して骨材剥離、飛散の懸念があった。

（方法）

• カンタブロ試験、回転式WT試験、ラベリング試験
• 改良工事において暫定供用の実績がある粗粒アスコ
ンと比較・評価。

室内試験で検証
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カンタブロ試験結果
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回転式WT試験結果
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ラベリング試験結果
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骨材剥離抵抗性 検証結果

• どの試験においても粗粒アスコンと差がない。
• 開放温度を70℃まで上げても粗粒と同等の
性能を示す。

• 骨材剥離については問題ないと評価。
• 実際の工事において目視観察を実施。
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大粒径アスコンの大粒径アスコンの
交通開放温度の検証交通開放温度の検証
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開放温度70℃における初期わだち掘れ量の推定

～ ～時刻 舗装内温度 交通量の設定

わだち掘れ量の算定

載荷条件の設定

バインダースティフネスの算定

2種類の載荷時間に対する混合物のスティ
フネスの算定

多層弾性解析による弾性変位量の算定

わだち掘れ量の算定

評価・開放温度の設定

開放温度の仮定
（ ℃） 舗装内温度70  

横断方向交通分布荷重の設定

舗装体温度シミュレーション
（ ） 熱伝導FEM解析 

Ｚ

 

-200 -150 -100 -50 0 50 100 150 200

横断方向距離（cm）

13.0%

13.0%

11.0%

8.0%

5.0%

3.3%

2.0%
1.0%

13.0%

11.0%

8.0%

5.0%

3.3%

2.0%
1.0%

車輪中心

オーバーレイ層（12cm）

既設アスコン（31cm）

砕石セメ安（20cm）

マサ土セメ安（30cm）

上部路床（30cm）

下部路床

↓δ1 

↓δ2 

↓δ3 

関空の朝の発着回数と舗装内温度
でシミュレーションを実施

• 初期わだち掘れ量は概ね10mm程度。
• 補修要領で評価Ｂ（10～38mm）に相当。運用上問題のないレベル。
→交通開放温度（内部温度平均）は70℃と設定
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試験舗装での舗装内温度 測定事例
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• 試験舗装は6箇所で計測を行い。平均78分で70℃に到達。
• 本工事では60分程度で目標温度に到達。最終敷均し時間を，30分
遅らせることで施工を効率化。
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工事中のモニタリング計画

試験内容 測定方法 測定機器 測定頻度 

横断形状 横断ﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ 
3測線×各層×2日(施工当日,翌日) 

滑走路:60ｍ/測線 路面の変形量 

平坦性試験 3ｍﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ 各層×2日(施工当日,翌日) 

舗装体内温度 
表面温度測定 

舗装内部温度測定 

表面温度計 

熱電対 

3測線×各層×施工当日、6箇所/測線 

3測線×中間層③×施工当日、1箇所/測線 

 

計測箇所
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大粒径アスファルト舗装の横断形状
CL
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施工直後と交通開放後翌日の横断形状を計測、交通開放による
流動と推測される箇所は見当たらない。
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大粒径アスコンの施工上の課題と対策

大粒径アスコン 中間層③ 大粒径アスコン 中間層①

改善

大粒径アスコンの施工は、均一性を保つことが難しく、一部表面が粗く
なる箇所が発生した。

（配合調整）

粒度調整を行い細粒分を多くし、混合物の配合を調整。

（施工方法の改善）

粗い箇所に密粒を被せて施工、転圧温度を上昇させるなど改善。

対策
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まとめまとめ
• 第1滑走路の劣化したアスファルト舗装を、ブリスタリング対
策、耐久性向上、排水性回復等の観点から全面を改良。

• 中間層は施工の効率化、暫定運用等を考え、大粒径アスコ
ンを仕様。

• 大粒径アスコンでの交通開放について、室内試験、試験舗
装で検証・確認し、暫定開放を行った。

（課 題）

• 大粒径アスコンの空港舗装への適用は，材料としての性能
だけではなく施工方法を含めた総合的な検討が必要。

• 今後、点検業務，FWD，PRI調査など通じて追跡調査を行い，
長期的な耐久性の検証。


